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昨
年
、
創
立
八
十
周
年
を
迎

え
た
恵
那
高
で
は
、
十

一
月
十

日
に

『記
念
式
典
』
と

『祝
賀

会
』
な
ど
を
行
な

い
ま
し
た
。

式
典
は
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
と
本
校
第

一
体
育
館
と

を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
つ

な
ぎ
、
両
会
場
に
来
賓
、
職
員
、

同
窓
会
員
、
在
校
生
ら
合
計
千

二
百
三
十
人
が
参
列
。

校
旗
入
場
、
国
歌
斉
唱
に
引

き
続
き
、
柘
植
章
実
行
委
員
長

の
式
辞
、
齊
藤
宣
昭
校
長
と
加

藤
智
子
岐
阜
県
教
育
委
員
長
の

［写
真

・
上
］
創
立
八
十
周

年
記
念
式
典
風
景

（恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
）

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
実
行
委
員

長
か
ら
歴
代
の
校
長
、
同
窓
会

長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ら
に
感
謝
状

を
贈
り
、
来
賓
祝
辞
、
岩
崎
美

幸
生
徒
会
長
の
言
葉
、
校
歌
斉

唱
と
厳
粛
裏
に
進
み
ま
し
た
。

続
く
記
念
講
演
は
、
同
窓
会

員
の
末
松
安
晴
国
立
情
報
学
研

究
所
長

［中
２４
］
と
鈴
木
正
昭

岐
阜
大
学
大
学
院
教
授

［高
１８
］

が
講
師
。
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
の
草
野
満
代
さ
ん

［高
３７
］
が
司
会
を
務
め
て
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
。
楽
し
く
て
有
意
義

な
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
は
会
場
を
恵
那
峡
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
移
し
て
祝
賀
会
。

卒
業
期
ご
と
に
校
章
旗

（回
旗
）

が
交
付
さ
れ
た
後
、
祝
宴
に
移

り
、
高
校
第
１０
回
生
の
ス
ト
ー

ム
実
演
で
参
列
者
は
興
奮
に
酔

い
し
れ
、
八
十
年

の
歴
史
の
重

み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た

一
日

で
し
た
。

末
松
安
晴
さ
ん

［中
２４
］
の

文
化
功
労
者
顕
彰
を
祝
し
て
、

恵
那
高
同
窓
会
で
は

『祝
賀
会
』

の
開
催
を
計
画
し
、
た
だ
今
、

末
松
さ
ん
と
日
時
の
調
整
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

例
年
、
二
月
十

一
日
に

『恵

那
城
陵
会
同
窓
会

（総
会
と

を

開
催
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
日

の
開
催

が
濃
厚

で
す
。

決
定
次
第
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

（Ｅ
メ
ー
ル
は
題
字
の
下
）

や
日
刊
紙
の
催
し
物
案
内
な
ど

で
連
絡
し
ま
す
の
で
、
奮

っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

政
府
は
十

一
月
四
日
、
平
成

十
五
年
度
の
文
化
功
労
者
と
し

て
同
窓
会
員
の
末
松
安
晴
さ
ん

を
は
じ
め
十
五
人
の
方
々
を
顕

彰
し
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
末
松
さ
ん

は
、
光

フ
ア
イ
バ
ー
通
信
工
学

の
世
界
的
権
威
者
。
創
立
八
十

周
年
記
念
講
演
で

「
研
究
が
実

用
化
さ
れ
各
家
庭
に
浸
透
し
た

と
き
が

『真
の
技
術
革
新
』
だ
」

と
説
き
ま
し
た
が
、
今
や
我
々

の
毎
日
の
生
活
に
、
光

フ
ァ
イ

バ
ー
通
信
が
欠
か
せ
な

い
時
代

と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
考
え
る
と
、
顕
彰
は
遅
過
ぎ

た
と
一一言
え
る
ほ
ど
で
す
。

同
窓
会
員

一
同
、
末
松
さ
ん

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
た
い
も
の
で
す
。

［写
真

・
上
］
文
化
功
労
者

に
選
ば
れ
て
喜
び
の
末
松
さ
ん
。

（国
立
情
報
学
研
究
所
で
、
写
真

提
供

上
昌
知
新
聞
社
）
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特
集

・
創
立
８。
周
年
の
記
念
式
典
と
視
賀
会

創
立
八
十
周
年

・
記
念
講
演

講
師
は
、
国
立
情
報
学
研
究
所

長

・
末
松
安
晴
さ
ん

［中
２４
］
と
、

岐
阜
大
学
大
学
院
教
授
の
鈴
木

正
昭
さ
ん

［高
１８
］ｏ

末
松
さ
ん
は
恵
那
中
時
代
の

思

い
出
話
に
始
ま
り
、
人
類
最

後

の
通
信
と
言
わ
れ
る
光

フ
ア

イ
バ
ー
通
信
に
着
目
し
た
端
緒
、

そ
の
技
術
を
世
界

一
に
引
き
上

げ
た
内
容
な
ど
を
解
説
。

鈴
木
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

優
勝

の
ボ
ー
ト

同
研
究
中
の

「
脳
内
の
分
子
化

学
」

の
話
。
ま
た
、
日
本
で
初

め
て
提
唱
し
た
化
学
、
生
物
学
、

医
学
な
ど
を

一
体
化
し
た
研
究

「
生
命
科
学
研
究
の
新
方
法
論
」

な
ど
に

つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
偉
大
な
先
輩
の
足

跡
を
学
ん
だ
後
、

ニ
ュ
ー
ス
キ

ャ
ス
タ
ー
の
草
野
満
代
さ
ん
の

司
会
に
よ
る
豪
華
な
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

［写
真

・
左
］
式
典
の
ヒ
ー

ロ
ー
は
第
１
回
生
で
９４
歳
の
岡
本

丑
雄
さ
ん
。
は
る
ば
る
横
浜
市

か
ら
駆
け
付
け
、
場
内
の
大
拍

手
と
大
声
援
に
答
え
た
。

［写
真

・
右
上
］
第

一
会
場

の
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
に
は
人
百
三
十
人
が
参
列
。

記
念
式
典
、
講
演
会

の
受

付

・
進
行

・
駐
車
場
整
理
な
ど

に
生
徒
た
ち
が
大
活
躍
し
た
。

［写
真

・
右
下
］
音
楽
部
の

『城
陵
歌
』
合
唱
の
中
、
校
旗
が

入
場
。［写

真

・
左
上
］
岩
崎
美
幸

生
徒
会
長
が
生
徒
代
表
の
言
葉
。

［写
真

・
左
中
］
開
幕
前
、

三
年
生
が
弦
楽
演
奏
。

［写
真

・
左
下
］
受
付
は
在

校
生
が
担
当
す
る
の
が
伝
統
．

末松 安晴さん草野 満代さん

鐵

鈴木 正昭さん

部
選
手
。
ノ
ー

ベ
ル
賞

の
野
依

良
治
教
授
と
共

鰺
褥
惧
晰
褥
兆
蝙
珈
戌
燿
躙
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記
念
式
典

・
記
念
講
演
終
了

後
、
会
場
を
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
移
し
て

『
祝
賀
会
』
。

参
加
者
は
三
百
五
十
人
に
達
し

会
場
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
。
ま

ず
校
歌
斉
唱
の
後
、
柘
植
章
同

窓
会
長
か
ら
同
級
会
活
動
に
使

う

「校
章
旗
」
（回
旗
）
を
卒
業

期
ご
と
に
交
付
。

次

い
で
阿
部
龍
輔
前
同
窓
会

長
の
乾
杯

の
音
頭
で
宴
会
ス
タ

ー
ト
。
こ
の
後
、
高
校
第
１０
回

生
グ
ル
ー
プ
が

「
フ
ア
イ
ヤ
ー

ス
ト
ー
ム
の
復
活
」
を
呼
び
か

け
て
猛

ハ
ッ
ス
ル
。
参
会
者
も

こ
れ
に
呼
応
し
て
応
援
歌
の
大

合
唱
と
な
り
、
大
変
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

こ
の

一
心
同
体
と
な

っ
て
目

標
に
向
か

っ
て
進
む
姿
。
そ
こ

に
同
窓
の
良
さ
が
あ
り
、
恵
那

高
の
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

一が
み
一る
限
り

「恵
那
高
は
永
遠

一一一一一一一一一一一
一一一一一一
一一

一に
不
滅
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

―

［
写
真

・
左
上
］
出
席
者
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
開
宴
。

［写
真

・
左
］
卒
業
期
ご
と

の
テ
ー
ブ
ル
は
崩
れ
、
先
輩
、

後
輩
入
り
交
じ

っ
て
の
懇
談
が

始
ま
る
。

［写
真

・
右
上
２
枚
］
卒
業

期
ご
と
に
回
旗
の
交
付
。

［写
真

・
右
中
］
”
恵
那
高
グ

ッ
メ
●
―――も‐売
れ
行
き
好
調
。

』
罐
一鰐
２鰊
蒔
脚

４
回
デ
モ
隊
？
が
現
わ
れ
た
―

［写
真

・
左
上
、
左
中
］
高

校
第
１０
回
グ
ル
ー
プ
の
指
揮
の

も
と
全
員
が
応
援
歌
の
大
合
唱
。

［写
真

・
左
下
］
全
員
が
肩

組
み
合
い
応
援
歌
。
陶
酔
状
態

に
な
っ
て
生
徒
時
代
に
戻
っ
た
。

攣筍
知
ら
慧
蝉

近
く
発
行
す
る

『写
真
史

・

城
陵
八
十
年
』
で
は
、
記
念
式

典

・
祝
賀
会
の
模
様
を
カ
ラ
ー

８
■
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
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昨
年
実
施
し
た

『恵
那
高
等

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
』

に
つ
き
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

の
皆
様
に
、
ご
報
告
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
記
念
５
事
業
に

つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

①
同
窓
会
員
名
簿
の
発
行
日
ま

ず
、
委
員
に
よ
り
住
所
の
確
認

か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
大
変
難

事
業
で
、
前
回
発
行
し
て
か
ら

の
十
年
間
に
移
動
が
多
く
、
郵

便
に
よ
る
確
認
の
ほ
か
、
電
話

に
よ
り
所
在
を
確
か
め
る
な
ど
、

担
当
者
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
今
後
は
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
シ
ス
テ
ム
化
が
必

要
と
感
じ
ま
し
た
。

②
同
窓
会
室
と
嘱
託
員
の
設

置
＝
花
の
木
会
館
案
は
、
職
員

室
か
ら
離
れ
て
い
て
連
絡
や
管

理
に
問
題
が
あ
る
と
い
こ
と
で
、

校
舎
の

一
室
に
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
書
籍
の
保
管
や
複
写
機
の

設
置
を
す
る
な
ど
、
会
員
と
の

連
絡
の
円
滑
化
を
図
る
よ
う
改

修
し
ま
し
た
。
嘱
託
員
は
記
念

事
業
を
進
め
る
上
の
臨
時
担
当

者
を
依
頼
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

常
駐
の
嘱
託
員
は
今
後
更
に
検

討
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
同
窓
会
報

『
城
陵
』

の
発

行
日
は
、
こ
の
第
４
号
を
も

っ

て
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
の

発
行
は
終
了
し
ま
す
。

今
後
は
予
算
の
関
係
で
有
料

み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

④
記
念
事
業
募
金
＝
別
紙
の

会
計
報
告
で
お
知
ら
せ
し
た
と

お
り
、
日
標
を
上
回
る
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
済
情

式
典
＝
十

一
月
十
日
に
多
く
の

ご
来
賓
、
学
校
関
係
者
、
同
窓

生
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
挙
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
受

付
、
進
行
、
駐
車
場
整
理
な
ど

新
し

い
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
後

の
末
松
安
晴
先
生
、
鈴

木
正
昭
先
生
、
草
野
満
代
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
は
内
容
が
素
晴

ら
し
く
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
参

加
の
方
々
に
深

い
感
銘
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
本
号
１
常
に
掲
載
の

と
お
り
、
末
松
先
生
が
文
化
功

労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
こ
と

は
、
同
窓
生
の
誇
り
で
あ
り
在

校
生
に
と

っ
て
も
励
み
と
な
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
記

念
事
業
準
備
の
二
年
間
、
忙
し

い
仕
事

の
傍
ら
ご
協
力
く
だ
さ

っ
た
方
々
ｒ
一一一・・心
い
う
撼
潮
．申

一
ｔ
上
げ
ま
す
ず
■
●
●
●
●
一

一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一．．．．一一一一一・一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一
一一一一一一一
一一・一一一一一一一一一一一一一一一一

一
感
性
を
磨
く

‐の
も
一ド
●
れ
か
ら

一
の
社
・会
●
著
者
‘
必
要
な
こ
と

，
‐で一は
一
‐‐
な
い

か
一と
一思

い
ま
す
。

学
業
に
お
い
て
は

，■
々
の
授
業

の
工
夫
と
部
活
動
の
振
興
を
図

り
、
文
武
両
道
を
維
持
す
る
と

共
に
、
土
曜
Ｉ
を
利
用
し
た
進

学
補
習
、
教
養
講
座
や
サ
テ
ラ

イ
ン
の
充
実
。
更
に
卒
業
生
に

よ
る
自
主
勉
強
の
相
談

・
指
導

等
、
進
学
実
績
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

て
い

き

た

い
と

思

っ
て

い
ま

す

。

在
籍
中
の
後
輩
と
将
来
本
校
を

志
望
す
る
後
輩
の
た
め
に
、
よ

い
ア
イ
デ
イ
ア
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
是
非
ご
教
授
く
だ
さ
い
。

議 八
十
周
年

念
事
業

ご
協
力
に
感
鐵

恵
那
高
等
学
校
同
窓
会
長

柘
植
　
土早

胃
旦

購
読
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
編
集
方
針
を
検
討
し
、
更

に
内
容
を
充
実
し
て
い
き
た

い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
か
全
会
員
の
購
読
お
申
し
込

勢
が
非
常
に
厳
し
い
折
、
母
校

に
対
す
る
皆
様

の
熱

い
思

い
が

感
じ
ら
れ
、
深
く
感
謝

い
た
し

て
お
り
ま
す
。

⑤
メ
ー
ン
記
念
事
業
の
記
念

に
在
校
生
の
積
極
的
な
協
力
が

あ
り
、
ま
た
、
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
の
収
容
力
の
関
係
で
恵
那

高
第

一
体
育
館
と
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
で
つ
な

い
だ

の

，も
‐‐、

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
十

一
月
、
創
立
八
十
周
年

記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
同
窓
生
の
皆

様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
の
賜
で
あ
る
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

閑
話
休
題
、
岐
阜
県
も
少
子

化
の
波
に
襲
わ
れ
、
来
年
度
の

公
立
学
校
入
学
定
員
は
、
恵

那

・
多
治
見
学
区
で
八
十
人
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
更
に

生
徒
の
減
少
が
続
く
こ
と
は
明

白

で
す
。
県
教
育
委
員
会
も

「生
徒
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
で
県

下
三
十
八
校
を
対
象
に
新
し
い

タ
イ
プ
の
学
校
の
整
備
や
規
模

の
適
正
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
十
九
年
度
ま
で

に
二
十
二
校
を
統
合
し
て
十

一

校
に
縮
小
し
、
単
位
制

・
総
合

学
科

・
中
高
連
携
型
等
の
魅
力

あ
る
学
校
作
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
当
地
区
で
は
岩
村
高
と

明
智
商
高
を
統
合
し
て
総
合
学

科
に
、
中
津
高
と
恵
那
北
高
を

統
合
し
て
単
位
制
の
高
校
と
し

ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
が
実
施
さ

れ
る
と
、
本
校
も
伝
統
あ
る
進

学
校
だ
か
ら
と
安
穏
と
し
て
お

れ
な
く
な
り
ま
す
。
地
域
の
中

学
生
か
ら
み
て
進
学
し
た
い
と

い
う
魅
力
あ
る
学
校
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
校
は
耐
震
関
係
と

老
朽
化
の
た
め
、
本
館
棟
と
理

科
棟
の
建
て
替
え
が
決
ま
り
ま

あ

っ
て
、
県
の
許
可
が
下
り
る

か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。

現
在
文
科
省

の
Ｓ
Ｐ
Ｐ
事
業

で
理
数
科
の

一
年
生
が
瑞
浪
市

の
サ
イ

エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
、
二

ク
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
¨

こ
の
よ
う
に
本
校
の
特
色
ど
．ｔ

て
、
理
数
科
を
中
心
と
し
た
魅

力
あ
る
進
学
校
を
目
指
し
て
い

き

た

い
と

思

っ
て

い
ま

す

。

恵
糠
高
の
更
を
燎
発
展
を
願
っ
て

恵
那
高
等
学
校
長

齊
藤
　
一旦
昭

し
た
。
設
計
の
段
階
で
は
理
科

棟
に
物
化
生
地
の
理
科
教
室
を

造
り
、
屋
上
に
天
体
観
測
ド
ー

ム
の
設
置
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
本
校
の
希
望
で

年
生
は
土
岐
市
の
核
融
合
科
学

研
究
所
の
協
力
を
得
て
、
最
先

端
の
実
験
を
行
な

っ
て
い
ま
す

が
、
来
年
度
は
よ
り
質
の
高

い

ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ま
た
、
国
際
交
流
に
も
目
を
向

け
て
、
ア
メ
リ
カ
等

の
高
校
と

の
姉
妹
校
提
携
も
考
え
て
い
ま

す
。
外
国
の
高
校
生
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
国
際
人
と
し
て
の
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毛
根
使

っ
て
個
人
差
確
認

遺
伝
子
実
験

子
供
の
理
科
離
れ
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
文
部
科
学
省
が

昨
年
度
か
ら
始
め
た
計
画
に
基

づ
く
、
高
校
生
対
象
の
遺
伝
子

実
験
講
座
を
本
校
生
徒
が
受
け

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
二
組

に
分
か
れ
、
九
月
に
学
校
で
準

備
講
座
の
後
、
十
月
下
旬
に
は

瑞
浪
市
の
岐
阜
県
先
端
技
術
体

験
セ
ン
タ
ー

（サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー

ル
ド
）
で
受
講
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
学
、
研
究
機
関
な

［写
真
］
大
学
レ
ベ
ル
の
遺

伝
子
実
験
に
挑
戦
。

ど
と
学
校
が
連
携
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｐ

事
業

（サ
イ
エ
ン
ス

・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
）

の

一
つ
で
、
生
命
科
学
分
野
で

も
最
先
端
を
行
く
遺
伝
子
を
取

四
月
十
九
、
二
十
の
両
日
、
愛

知
県
愛
知
池
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
行

な
わ
れ
た

『
中
日
本
レ
ガ
ッ
タ
』

で
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
に
出

場
し
た
本
校
三
年

・
伊
藤
来
選
手

（中
津
川
市
茄
子
川
出
身
）
が
５８

り
上
げ
、
理
数
科
生
徒
が
大
学

レ
ベ
ル
の
実
験
を
体
験
し
ま
し

た
。今

回
は
自
分
の
髪
の
毛
根
組

織
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
し
、
電

気
泳
動
で
分
析
し
、　
一
人

一
人

の
違

い
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
確

認
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
珍

し
い
機
械
を
使

っ
た
面
白

い
実

験
だ
け
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。一
●
●
●
●
．

ク
ル
ー
の
頂
点
に
立
っ
て
堂
々
優

勝
。夏

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

（長
崎
）

で
は
フ
オ
ア
ス
カ
ル

一
員
と
し
て

４
位
に
入
賞
。
余
勢
を
駆

っ
て
、

九
月
十
三
、
十
四
の
両
日
、
静
岡

県
天
竜
市
で
開
か
れ
た
国
民
体
育

大
会
の
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
に

出
場
。
見
事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
実
は
、
予
選
で
は
５
位
と

苦
戦
し
た
も
の
の
、
敗
者
復
活
戦
、

準
決
勝
と
調
子
を
上
げ
、
決
勝
で

は
予
選
で
負
け
た
選
手
を
押
さ
え

て
２
位
と
な
っ
た
の
で
す
。

ワサ
|イ

ルエ
ドン
でス

ボ
ー
ト
伊
藤
来
選
手
が
大
濤
麟

中
日
本
で
優
勝
、
国
体
で
準
優
勝

上
の
写
真
は

「恵
那
中
学
校
と

中
津
商
業
学
校
と
の
対
校
陸
上
競

技
定
期
戦
」
の
試
合
開
始
前
、
両

校
主
将
の
握
手
交
歓
風
景
で
す
。

左
側
が
恵
那
中
、
右
側
が
中
津
商
。

場
所
は
中
津
町

（現
中
津
川
市
）

で
、
背
景
に
苗
木
の
山
々
？
ら
し

い
の
が
薄
く
写
っ
て
い
ま
す
。
恵

那
中
の
主
将
は
第
１
回
生
で
陸
上

競
技
部
発
足
に
尽
力
し
た
安
江
視

朗

（旧
姓

・
中
島
）
さ
ん
で
す
。

こ
の
写
真
が
安
江
嘉
記
さ
ん

［特
別
会
員
］
方
に
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
借
用
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
早
速
、
実
家
で
捜
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
歴
史
に
残
る
貴
重

な
写
真
で
す
。

撮
影
時
期
は
帽
章
が

一
九
二
四

一
昨
年
七
月
二
十
三
日
夜
、
変

光
星

「
Ｗ
Ｚ
」
の
増
光
現
象
を
世

界
で
初
め
て
発
見
し
た
当
時
本
校

二
年

生

の
大
島

誠
人
君

［
高

５５
］
＝
京
都
大
在
学
中
＝
は
、
昨

年

一
月
に
は

『
２
０
０
１
年
度

・

シ
チ
ズ
ン

・
オ
ブ

・
ザ

・
イ
ヤ
ー
』

を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
更
に
年
末

の
十
二
月
五
日

『岐
阜
県
民
栄
誉

賞
』
を
梶
原
知
事
か
ら
受
賞
し
ま

し
た
。

同
賞
は
前
年
、
成
瀬
智
美
さ
ん

が
受
賞
し
た
の
で
、
本
校
で
は
二

年
連
続
の
栄
誉
で
す
。
ま
た
、
大

島
君
を
含
め
二
十
七
の
個
人

・
団

体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

（大
正

一
三
）
年
度
に
制
定
の

『花

の
本
校
章
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
年
度
か
ら
安
江
さ
ん
卒
業
の

一

九
二
六

（昭
和
元
）
年
度
ま
で
の

三
年
間
に
な
り
ま
す
。
試
合
の
結

果
は
正
確
な
記
録
が
な
い
も
の
の
、

一
九
二
五
、
二
六
の
二
年
は
恵
那

中
の
連
敗
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

実
は

「そ
の
連
敗
が
き

っ
か
け

で

『大
会
の
歌
』
（現
在
の

『城
陵

歌
Ｌ

を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
私
は
推
定

し
て
い
る
の
で
す
。

今
回
は
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
話
は
ま
た
別
の
機

〈
ム
に
∵
‥

調
査

・
文
＝
古
山
精

［高
１
］

静岡国体夏季大会の

少年シングルスカルで

2位になった伊藤来選手八十年ρ耕牲聯降

膵
藝
馘
蒻
瘍
聰
鰺
褥
笙
鶉
饉

戌
置
藤
鶉
斃
躊
鰺
魏
贔
黎
鰺

戌
鰺
鰈
癸
凸
邊
楔
影
隕
鈴
釉

大島誠人君
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鶉
核
薇

鬱
雉
洟
蠍
又
祓
卜
絣

毯
蘊
顆
輻
漑
魃
靡
麒
黎
枡

轟
趙
国
　
に
隧
惧
漑
蜀
舅
顆
霙

高
校
第

‐２６
一個

‐‐地
玩
有
志
同
級

会
＝
創
立
八
十
日
年
記
念
に
発
行

さ
れ
る

『同
窓
会
員
名
簿
』
の
高

［写
真

・
左
］
住
所
不
明
者
を

な
く
す
た
め
急
き
ょ
集
ま
っ
た
高

校
第
２６
回
生
。

校
第
２６
回
分
に

「住
所
不
明
者
な

ど
た
く
さ
ん
の
穴
が
あ

っ
て
は
残

念
。
情
報
を
持
ち
寄
り
、
名
簿
を

整
備
す
る
た
め
の
同
級
会
を
開
こ

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
昨
年
五

月
十

一
日

『よ
し
だ
や
』
に
招
集
。

急
き
ょ
、
東
濃
地
方
に
住

‐む
一同

恵
那
高
籠
球
部
Ｏ
Ｂ
会
＝
代

山
田
基
さ
ん

［高
４
］
＝

［写
真

・
左
］
２４
年
ぶ
り
に
集

ま

っ
た
恵
那
高
籠
球
部
Ｏ
Ｂ
会
。

高
校
第
１
回
か
ら
９
回
ま
で
の

バ
ス
ケ

ッ
ト
部
員
で
結
成
し
、

昭
和
５‐
年
発
足
の
当
会
は
、
創

::「●|
i撃■■●|■|■

“

   恵駆高機竃様書口0醸 Iξよる

ホE饉夫発生を偲ぶ会 響

岡本さんの墓参りの参力口者―同

11:||111

鎮目先生の墓参者と先生の長男 義雄さん

(右から3人目)

年
３
回
発
行
で
、
１
回
の
発
行

部
数
六
十
部
。
荻
山
健
吉
さ
ん

が
同
級
生
の
た
め
に
五
年
ほ
ど

前
か
ら
編
集
を
続
け
、
間
も
な

く
第
２０
号
を
迎
え
る
。

難祥
■
■
■
一Ｌ

釉笙彰予赳骰鰈

躊晰颯軋鰊鶯颯颯

影
吻
鰈
辟
膳

級
生
だ
け
に
連
絡
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
さ
す
が
は
ガ
ッ
ツ
あ
る

第
２６
回
生
、

４２
人
も
の
参
加
が
あ

り
、
し
っ
か
り
同
級
生
の
住
所
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
は
無
礼
講
の
懇

親
会
。
誠
に
楽
し
く
、
極
め
て
有

意
義
な
同
級
会
と
な
り
ま
し
た
。

（蜂
谷
明
千

［高
２６
〕

部
当
時
の
顧
問

『水
野
隆
夫
先

生
を
偲
ぶ
会
』
と
し
て
、
３
月

２
日
、

２４
年
ぶ
り
の
第
５
回
懇

親
会
に
二
十
八
人
が
集
ま

っ
た
。

正
午
、
山
岡
町
の
先
生
の
墓
を

訪
ね
河
合
哲
玄
師

［高
７
］
の

読
経

で
お
参

り
。

２
時
か
ら

写
真
は
中
学
第
１６
回
同
級
会

の
会
報

『樹
緑
会
報
』
（常
緑
の

松
樹
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
た
）

で
、
Ｂ
６
版
の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
、

小
粒
な
が
ら
も
カ
ラ
ー
刷
り
。

『
い
ち
川
』
で
懇
親
会
。
校
歌
に

始
ま
り
、
九
人
の
物
故
会
員
に

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
今
後
の
運

営
を
協
議
し
て
懇
親
会
に
。
和

や
か
な
懇
談
が
続
き
、
最
後
は

『城
陵
歌
』
を
歌
つ
て
幕
．

（河
合
哲
玄

［高
７
∪

骰
颯
蟷
饒
疱
霙
鶯
顆
瘍
屁

ズ
ス
タ
ッ
翔
輻
瘍
蜻
漑
伶

表

蟷
吻
疱
骰
鰺
儡
餞
鑽
颯
瘍
痣
颯

饒
隧
蝙
餞
伶
瘍
蛉
慇
魃
靡

表
‐‐‐
‐‐―‐
‐‐‐髪

誰

［
有

嶋
卜
朧

昨
年
５
月
８
日
、
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
三
福
寺
に
あ
る
鎮
目
義
四
郎

先
生
の
墓
参
り
を
行
な
い
、
先
生

を
し
の
び
ま
し
た
。

先
生
は

『チ
ン
モ
ク
先
生
』
の

愛
称
で
有
名
。
昭
和
１０
年
に
恵
那

中
教
師
と
な
り
Ｈ
年
間
英
語
を
担

当
、
昭
和
４６
年
、
大
磯
高
校
の
校
長

を
最
後
に
退
職
、
昭
和
６０
年
５
月

２８
日
、

７７
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
有
志
十
人
は
今
年

６
月
７
日
、
恵
那
中
第
１
回
生
で
、

陸
上
競
技
部
や
東
京
恵
中
会
の
創

設
メ
ン
バ
ー
の
岡
本
丑
雄
さ
ん
の

鎌
倉
霊
園
の
墓
を
訪
ね
、
め
い
福

を
祈
り
ま
し
た
。

岡
本
さ
ん
は
創
立
８０
周
年
記
念

式
典
の
参
加
、
同
記
念
誌
執
筆
の

最
高
齢
者
。
本
年
３
月
Ｈ
日
、
自

宅
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
め
い

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

（古
村
健
次
郎

［高
３
〕

‥
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緞
鞣
勿
鉤
‡
ρ
痰
兌
滲
熙

恵
那
高
第
１８
回
定
時
制

（第

‐４
回
）
＝
田
立
明
代
表

＝
は
、

１０
月
１８
、

‐９
の
両
日
、
富
山
市

に
住
む
同
級
生

。
宮
路
民
子
さ

ん
の
紹
介
で
、
Ｈ
人
が
氷
見
市

の
民
宿

・
灘
浦
荘
ま
で
足
を
伸

ば
し
、
第
２
回
同
級
会
兼
懇
親

旅
行
。
足
は

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

借
入
れ
、
交
告
兼
夫
さ
ん
、
新

田
成
興
さ
ん
が
運
転
し
て
く
れ

る
便
利
さ
。

宴
会
は
役
者
ぞ
ろ
い
で
最
高

の
盛
り
上
が
り
、
日
本
海
の
お

い
し
い
魚
の
味
を
堪
能
し
、
氷

見
の
魚
市
場
で
土
産
を
し

っ
か

り
買

い
入
れ
、
富
山
市

・
海
浜

植
物
園
の
チ
ョ
ウ
の

標
本
に
驚
嘆
し
、
源

の
マ
ス
ず
し
を
満
喫
。

す
べ
て
に
満
足
し
た

楽
し
い
旅
行
で
し
た
。

恵
中
第
２２
回
生
同

級
会

＝
創
立
８０
周
年

に
協
賛
し
、
隔
年
返

上
、
恵
那
地
区

の
当

番
で
、
５
月
１９
日
に

恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
開
き

５４
人
が

集
ま

っ
た
。

今
年
は
西
部
地
区

の

当
番

で
５
月

１５
日
、

土
岐
市
山
神
温
泉

・

湯
乃
元
館

で
開
き

５３

人

参

加

し

た

［
写

宣
′
・
、　
上
］
。

現
在

の
同
級
生
数

は

一
四
〇
人
、
毎
年

約

４０
蘇
が
出
席
す
る

=‐
`|●

‐`■■、|

躙
瑕
鑢
鰈
晰
舅
漑
会

［写
真

・
右
］
高
校
第
１８
回

定
時
制
の
第
２
回
同
級
会
。

の
だ
か
ら
出
席
率
は
極
め
て
優

秀
。

艤
磯
毅
蕪

て
轟
聾
曲

へ

恵
中
会

。
昭
和
２０
年
入
学

者
＝
１０
月
２９
、

３０
日
、

１５
人
が

和
歌
山

・
高
野
山
の
旅
を
楽
し

ん
だ

［写
首
Ｔ

左
上
］

警
徴
鰈
ぷ
り
織
鮭
鶴
余

蛍
雪
会
＝
小
池
年
久

［高
１２
］

会
長
日
本
校
定
時
制
夜
問
部
の

有
志
で
つ
く
る

『蛍
雪
会
』
。
数

年

ぶ
り
に
集
ま

っ
て
懇
親
会

［写
真

。
右
中
］

警
饉
畿
維
持
翁
聾
ル
Ｐ

中
学
第
２０

。
２‐
回
花
の
木

会
＝
和
田
芳
行
、
梶
屋
春
雄
幹

事
＝
４
月
１７
日
、

１７
人
の
老
兵

が
瑞
浪
ト
ー
カ
イ
Ｃ
Ｃ
に
集
結

し
恒
例
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

い
た
。
こ
の
会
は
還
暦
を
機
に
、

健
康
を
損
ね
な

い
よ
う
１８
人
ほ

ど
が
、
年
２
回
の
ゴ
ル
フ
を
楽

し
ん
で
い
る

［写
真

・
左
中
］

警
―
湯
２
懸
穣
や
か
糎

実

女

２３

回

西

組

＝
別
名

『六

・
七
会
』
＝
神
谷
美
恵
子
幹

事
＝
は
、
６
月
５
、
６
日
、

２２

人
が
参
加
し
、
中
津
川
市
の
花

更
紗
で

一
泊
二
日
の
和
や
か
な

ク
ラ
ス
会
を
開
い
た

［写
真

・

上
］

警
撃
し
攣
轍
饉
難
窓
会

国
税

『恵
那
会
』
＝
国
税
の

職
場
に
は
岐
阜
県
警
察
と
同
様

に
珍
し
い
職
域
恵
那
高
同
窓
会

が
あ
り
、
創
立
も
同
じ

一
九
八

八

（昭
和
６３
）
年
で
、
現
会
長

は
遠
山
信
弘
さ
ん

［高
１６
］
、
会

員
数
は
５５
人
で
優
秀
職
員
ぞ
ろ

い
。
恵
那
高
卒
業
だ
と
採
用
さ

れ
る
？
た
め
、
こ
の
巨
大
勢
力

を
生
ん
だ
。

こ
こ
数
年
中
断
中
だ

っ
た
総

会
を
復
活
し
、
４
月
２６
日
、
名

古
屋
市
に
１７
人
が
集
合
。
全
員

し

っ
か
り
飲
み
、
じ

っ
く
り
懇

談
し
た
。
［写
真
　
上
］

『城
陵
』
有
料
制
に

『城
陵
』
第
５
号
か
ら

有
料
制

（年
間
千
円
）
に

な
り
ま
す
。
同
封
の
振
り

込
み
用
紙
で
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
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一本
一会
一か
一議
一

悽
嘲

『鼈
跛
鰺
骰
録
』
飩

雉
え
可
鏃
弛
輪
戌
燎
箋

東
京
恵
中

・
恵
高
会
＝
佐
々

木
慎

一
会
長

［中
１９

・
４
］
＝

で
は
、
十

一
月
二
十
二
日
、
銀

座
ラ
イ
オ
ン
６
階
大
ホ
ー
ル
で

七
十

人
が
出
席

し

て

『
第

７

回

・
東
京
恵
中

・
恵
高
会
総
会
』

を
開
い
た
。

今
回
、
高
校
第
５
回
ま
で
の

関
東
地
区
在
住
者
約
三
百
四
十

人
に
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
中
学

一鸞
一蠣
一一議澪
瀞
一壌
一

二
十
七
人
、
高
校
四
十
三
人
の
参

加
が
あ
り
、
和
や
か
な
歓
談
と
共

に
校
歌
、
城
陵
歌
、
『東
京
恵
中

会
』
の
歌
の
合
唱
も
始
ま

っ
て
、

創
立
八
十
年
記
念
誌

『写
真

史

・
城
陵
八
十
年
』
の
発
行
は
大

大
盛
会
と
な
つ
た
。

同
会
は

一
九
八

一

（昭
和
５６
）

年
、
中
学
１
回
１
１０
回
生
を
対
象

に

『東
京
恵
中
会
』
と
し
て
発
足

し
、
二
十
二
年
の
歴
史
が
あ
る
。

佐
々
木
会
長
は

「今
後
は
時
代
の

流
れ
に
対
応
し
、
多
数
が
参
加
で

き
る
よ
う

『東
京
城
陵
会
』
と
会

名
を
改
め
、
更
な
る
活
性
化
を
図

る
方
針
」
だ
と
い
う
。

変
遅
れ
ま
し
て
深
く
お
わ
び
中
し

上
げ
ま
す
。
よ
う
や
く
年
内
に
は

全
原
稿
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
、
来

年
二
月
中
に
は
発
送
で
き
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。

同
記
念
誌
の
規
格
は
Ａ

４
版
、　
一
九
〇
常
、
母
校

の
八
十
年
の
歴
史
を
写
真

と
文
で
紹
介
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
写
真
史
で
す
。
う
ち

創
立
八
十
年
記
念
式
典
や

最
近
の
十
年
間
、
約
四
〇

γ
は
カ
ラ
ー
で
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
記
念
誌
は
、
予
約
申
し

込
み
し
た
方
、
記
念
事
業
募
金

『東京恵中 恵高会』は『東京城陵会』と改称し、気分一新、

新しいスタートを切つた (東京銀座ライオンで)

趙
眩
絋
冬
魏
魏
鰺
瘍
趙
鰤

用
で

程笙分葛ξ

２
回
＝
小
栗
宇

一

（
下
石
）

６
回
＝
丹
羽
俊
吉

（大
井
）

同
　
山
内
利
之

（明
世
）

７
回
＝
森
川
郁
三

（土
岐
津
）

８
回
＝
深
萱
半
左
衛
門

（土

岐
津
）

Ｈ
回
＝
唐
沢
春
人

（多
治
見
）

同
　
渡
辺
年
成

（多
治
見
）

‐３
回
＝
鬼
頭
萬
博

（読
書
）

‐５
回
＝
渡
辺
吉

一

（土
岐
津
）

‐７
回
＝
加
納
俊
政

（多
治
見
）

‐８
回
＝
安
藤
新
平

（下
石
）

‐９
回

５
卒
渡
会
恭
平

含
石
村
）

【情
報
連
絡
先
】

０

４

７

１

３

８

５

１

２

２

６

３

＝

内

海

安

博

（
東

京

城

陵

会

）

０

４

５

１

９

８

３

１

９

１

６

１

＝

河

内

淳

次

郎

（
同

）

０

５

７

３

１

２

６

１

２

５

５

１

＝

古
山
　
精

（広
叡
木女員
会
）

『写
真
史

城
陵
八
十
年
』

追
加
注
文
を
受
け
付
け
ま
す

蜀
憔
穆
瘍
晰
陽
蝙
漑
魃
§

東
京
城
陵
会
有
志
と
同
窓
会
広

報
委
員
会
で
は

「恵
那
中
学
校

・

同
窓
会
員
戦
没
者
名
簿
」
補
正
の

情
報
収
集
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
各
地
の
同
窓
会
員
の
方
々

に
も
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
が
最
終
調
査
と
想
定
さ
れ

る
た
め
、
同
窓
生
出
身
の
市
町
村

か
ら

一
般
の
戦
没
者
も
含
め
た
全

戦
没
者
の
名
簿
を
借
入
れ
、
そ
の

中
か
ら
同
窓
生
を
捜
し
出
す

『全

員
照
合
』
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
十

二
月

一
日
現
在
で
、
戦
没
者
総
数

は
二
百
二
柱
と
な
り

『五
十
周
年

記
念
誌
』
よ
り
四
十
四
柱
増
え
ま

し
た
。

こ
の
内
容
は

『創
立
八
十
年

記
念
誌
』
に
掲
載
す
る
予
定
で

し
た
が
、
調
査
未
了
地
域

（多

治
見
市
、
土
岐
市
の

一
部
、
南

木
曽
町
）
が
あ
り
、
次

の
よ
う

な
出
身
地
な
ど
の
未
解
明
の
方

も
あ
る
た
め
、
更
に
解
明
作
業

を
続
け
て
、
全
調
査
を
完
了
し

て
か
ら
同
窓
会
報
に
掲
載
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
ン」
で
、
次
の
方
々
に
つ
い

て
ご
存
じ
の
方
は
、
是
非
、
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
例
え

ば

『卒
業
ア
ル
バ
ム
』
の
住
所

番
地
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ

の
情
報
か
ら
現
在
の
電
話
番
号

（子
孫
）
を
捜
し
出
し
、
解
明
し

た
ケ
ー
ス
が
数
件
あ
り
ま
す
。

【未
解
明
戦
没
者
】

★
出
身
地

（通
学
時
の
住
所
「

以
下
同
じ
）
戦
没
日

・
戦

没
地
が
不
明
な
方

［卒
業
回
数

・
戦
没
者
名

（敬
称
略
）
出
身
地
の
順
］

‐７
回
＝
西
尾
誠

★
出
身
地

・
戦
没
目
が
不
明

な
方

７
回
＝
池
田
信
雄

８
回
＝
吉
本
正
三

★
戦
没
日
、
戦
没
地
が
不
明

な
方

８
回
＝
千
葉
文
彦

（中
津
、

資
料
に
よ
り
千
葉
文
男
、

ま
た
は
千
藤
文
男
）

★
戦
没
日
が
不
明
な
方

２
口

（
一
万
円
）
以
上
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
方

（贈
呈
）
に

送
付
し
ま
す
が
、
追
加
注
文
も

受
け
付
け
し
ま
す
。

卒
業
期
に
よ
っ
て
は

「
同
級

会
の
全
会
員
分
を

一
括
購
入
し
、

配
付
し
た
い
」
と
お

っ
し
ゃ
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

追
加
申
し
込
み
の
方
は
、　
一
冊

千
五
百
円

（送
付
の
方
は
別
に

送
料
三
百
四
十
円
加
算
）
、
来
年

一
月
末
日
ま
で
に
同
封
の
払
込

み
票
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
『
同
窓
会
員
名
簿
』

（
一
冊
五
千
円
）
も
在
庫
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
是
非
、

併
せ
て
お
求
め
く
だ
さ
い
。


